
新規入院患者及び１年以上入院患者の退院促進について、現時点において上位３～５県で達成され
ている目標数値（平均残存率、退院率 ）を、各都道府県が目指すべき達成目標として設定。 （１年未
満：平均残存率２４％、 １年以上：退院率 ２９％）

→ 達成目標をベースに今後１０年間の必要病床数を試算すると、２０１５年には必要病床数は約７万
床減尐。

現在

（２００３年）

２０１０年 ２０１５年 現在との差

全体の病床数 約３５．４万床 約３１．７万床 約２８．２万床 約７．２万床
→ 約７万床

うち１年未満 （約１０．７万床） 約９．７万床 約８．６万床 （約２．１万床）

うち１年以上 （約２４．８万床） 約２１．９万床 約１９．６万床 （約５．２万床）

（試算の前提）
１ 全国を一つの地域として計算（流入等はない、加算はない等）
２ 退院率、平均残存率は、１０年間の中間年で全国目標との差を１／２解消
３ 都道府県ごとの退院率に係る特別の退院促進目標はゼロ
４ 新規入院率は、現在の実績
５ 人口変動は、４区分（２０歳未満、４０歳未満、６５歳未満、６５歳以上）で、将来人口推計に基づき変動。
６ 平成１８年からの１０年間で計算
７ 病床利用率は、０．９５

達成目標の実現による必要病床数の減尐

（参考） 「精神保健医療福祉の改革ビジョン」（平成16年9月）（別紙６）を抜粋

※ 現在の病床数の内訳については、全体の病床数を平成１４年６月時点の１年未満・１年以上入院患者数の比率で按分した。
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